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���な���では、�な��を��する��、���の��で��が�われます。

 !の���の��、" Ωの��では の��が�われる��があります。m 1A

しかし、���では()が*+したり、または、-.で����の-�がされいる��

、" Ωの��を" の��で��しなければならない��が5じます。m mA

" Ωの��を" の����で��する��、()7の"μ の�9:;を<=にm mA V

��する?@があります。 ここでC5する�きなEFは、��Gと()IをJぶケーブ

ルで5じる"μ PQのRS�Tが��UWとなることです。Xチャンネル��で、スキV

ャナーを するとそのabリレーefのRS�TがさらにUW@gとしてijされます。

このRS�Tによる��UWは、" " にlぶ��もあります。10% 100%

qrのstにより、�な��をさな����で��する��、��uvwという

��ywをz{してRS�Tによる�9|}を~�し、()�7の"μ を<=にV

��する?@があります。 � ��なマルチメータでは�s�に μ �;の<=な�91 V

��ができないため、ここでz{される��Gは、 �;の��が��な、1uV KEITHLEY

2182A ( ) 34420A� や、 �アジレント � などのナノボルトメータになります。KEYSIGHT

��uvwでRS�T|}を~�した��¢

Max. 30/160ch

さな����による�����ソフト Xチャンネル®¯( )◆

SMU KEYSIGHTB/ 2900A B��³ / シリーズ

GP IB-

マイクロオームメータ 34420AKEYSIGHT

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

Windows 7/8.1/10(32bit or 64bit)
-Excel2010/2013/2016/2019(32 Only)MS が?@ スキャナーKEISIGHT 34980A

スキャナーKEISIGHT 34970AスキャナーKEISIGHT 34970A

スキャナーKEISIGHT DAQ973A

()-1

()-2

()-3

RS�Tを~�
しなかった��

RS�Tを~�
した��

��Ïは、
どちらか ÑをÒÓ1

W32-B2900 2MRMUX の��

W32-B2900MRMUXの��W32-B2900MRMUXの��

W32-B2900MRMUX4の��

Ö タイプの でも、�����は だけで�い、 はÙÚ�に にÛ�されます。)2ch Ch-1 Ch-2SMU OFF

�チャンネル
�に�

2182Aは、 �の��です。ケースレー

KEYSIGHTW32-B2900 / 2/MRMX4MRMX MRMX

34420Aは、キーサイト・テクノロジー�の��です。

����の���
�！

ナノボルトメータ 2182A/34420A

B2900A/Bシリーズ

B2900A は、 �の��です。シリーズ キーサイトテクノロジー
W32-B2900 -MRMX R

W32-B2900 -NMRMX

W32-B2900 2-MRMX R

W32-B2900 3-MRMX R

W32-B2900 2-NMRMX

W32-B2900 3-NMRMX

ßà GP IB- ボード â. Úãäå

740,000�

740,000�

920,000�

Windows
7/8.1/10/11
(64Bit )æçè
Excel2010/2013
2016/2019/2021
(32bit Only)æ

NIé

NIé

NIé

ラトックシステムé

ラトックシステムé

ラトックシステムé
30ch

160ch

30ch34970A

34980A

DAQ973A

スキャナ ch"



◆��uvwによる��で、RS�Tによる��UWを~�し、íîQな�����をおこないます。

ðñò��での

��ó��Jô

õñò��での

��ó��Jô

öソフトの��uvwにより、

RS�TによるUW|}を~�したJô

��、�� を"#した&'��()では、 から ,-の.き5な7:を�7して()が=われます。しかし、C()Dによっては、C()DのHI、0.1A 1.0A

またはKLをMくため、このような.きめな7:を�7できないSTがあります。このとき、X 、または、X での()7:で��を()することになりますが、mA uA

()#Z[ケーブル^のL_7`のabを.きくcけるefとなります。

ghでは、()7:にijした、()される��lnoをpします。

()7:が'さいほど()stが.きくなります。これは、()7:が'さいほどC(

)Dのvw7xが'さくなり、L_7`のabをcけやすくなることをzしています。

.きめの()7:で()したSTでも、C()Dの��lがμΩ,-であれば�じ

ようにL_7`のabを.きくcけることになります。

L_7`によるstの.きさは、"#するZ[��の�^、�さ、また��の�-��

に.きくijします。

�ソフトでは、7:���による()でL_7`によるst��を��し、かつ、��o

�により、��ノイズや�-noによるバラツキを'さく�えます。

ただし、"#する (�の��や -を¡えることはできません。

・()�について。

この()では、C()Dのvw7xはXμ 、¤はそれ¦§の7xになり、��のV

デジタルマルチメータや、7®が¯°する7x()±�では()が²³なレベルです。

このように'さな7xを -µく()するために、��はナノボルトメータと¸ばれる7x

 を"#しなければなりません。

�ソフトで、スキャナを'(しないで
�する68
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KEITHLEY 2182Aの;�
「 」を»して、「 」( )キーを»して、SHIFT DIGITS GPIB

- を にÇ)します。GP IB ON 「 」キーを»して、アドレスをÇ)します。ENTER

もう１-「 」キーを»して、ラングエッジをENTER

「 」にÇ)します。SCPI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

KEYSIGHT

B2901A,B2902A,B2911A,B2912A,B2961A,B2962A
B2901BL,B2910BL,B2901B,B2902B,B2911B,B2912B,B2961B,B2962B

ケースレー�

ナノボルトメータ 2182A

キーサイトテクノロジー�

マイクロオームメータ 34420A

GP IB-

47ù��に®¯

2182Aによる

7ù�9��に®¯

34420Aによる

7ù�9��に®¯

そのúの��Gによる

7ù�9��に®¯

����の��

û��ü

�9��

��Ïは、
どちらか ÑをÒÓ1

GPIBýマルチメータをz{して、
þQなどのÿÏ��が��です。
�f��G( )



KEYSIGHT( Agilent) 34420? の;�

34420ö�のメニューをÒÓし、
インターフェイス1. = -GP IB

2. - ( =22)GP IBアドレス ��ó
3. =ラングエッジ SCPI
をÛ�します。
��は、 ýの�ã���34420
を��ください。

‘Shift’+’>’ ’I/O ’KEY MENUで を��。

2 -.インターフェイスを にÛ�します。GP IB

1 - ( =22). アドレスをÛ�します。 ��óGP IB

3.ラングエッジを にÛ�します。SCPI

34420Agilent

KEITHLEY

Channel-1Channel-1

Channel-2

@C
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��データの����s
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DFJNをOPして、����の
�をUなうことができます。

��による���を��しようとすると、�に;rのUW@gにより<しい��óが��できません。

1.��{ケーブルで5じるRS�Tによるオフセット�9。
2.� ノイズによる��óのバラツキ。
3.���9の}#�$%やîQ$%。

Ö öソフトをz{しても、z{する��Gが&つ��îQ�qの��はできません。)

RS�TによるUW|}の~�

���をあまり�きくない��で��しようとすると、
その�7の�9は"μ PQの�9になる��がありV
ます。¢えば、 Ωの���を の��で��しよ1m 10mA
うとすると、����7の�9は μ となり、この�10 V
な�9をíîQに��する?@があります。
しかし、�9��のためにz{するケーブルの)*
�fにはゼーベック.ôによるRS�TがC5し、そ
の�9|}がUW@gとなります。その�9の�きさ
は、z{するケーブルや/0のþQäåによって1な
りますが、"μ になる��があります。V
そのため、z{する��ケーブルは、23で14)
との*�を6け、ÿ4)で、かつ7T8いケーブルを
z{することが?@です。��がさいほど、また、��
��がさいほど、RS�Tの:;を�きく<けることに
なります。?@は、Ai��をスイープして��óを��
した¢ですが、Ai��がさいと��される��óの
UWがBえることが#ります。

ðñò��での

��ó��Jô

õñò��での

��ó��Jô

öソフトの��uvwにより、

RS�TによるUW|}を~�したJô

öソフトは、RS�TのUW|}を~�するために、3つのywをサポートしております。

Ai��
Ai��

Ai��

���9
���9

���9

0
0

0

0
0

0

RS�Tによる
�9オフセット

RS�Tによる
�9オフセット

①��uvw
ðñòとõñòでそれぞれのñò
で�9を��し、その��óから
��をFめます。

②ゼロH<w
��ゼロのÏの�9と、IJに
��したÏの�9のWから��
をFめます。

þQKL

③3NH<w
��3にþQKLがOる��に
þQKL}もH<します。

� ノイズによるバラツキの~�

I�óのバラツキ

����só

「��uvw」「ゼロH<w」は、���R"を
S�100RまでÛ�が��です。
��Tへの� ノイズのVWに®する®Xを�
なうことがYöですが、~�できない��óの
バラツキは、����sによってZ�した��ó
を[\できます。
?@では、Ai��óを��で「��uvw」で
ÿ�の](�を^_し��した¢です。ðñòで
の4R��óの��óと、õñòでの4R��óの
��óをさらに��して��óをj`しています。
Z�した��óが\られています。

◆

◆

Ai��

�
�

�
�

J
ô
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スキャナを'(しないで
�する68の`abc

����を�います。
この「()」タブをÔÕして「 」ボタンをSTART

クリックすると、Ö)した7:lでの��()や、

×`した7:リストにØづいて��Excelシートに

()を=うことができます。

シートの7:リストで()するSTは、ÞßExcel

にキー×`しておいてください。

Sbは、このボタンで、z{するcG
のdeと、その - アドレスをÛ�しGP IB
てください。;rを��ください。

ö�のスイープc�をz{した��
この「スイープ」タブがÔÕされているâに「ＳＴＡ

」をクリックすると、×`したスイープæçにØＲＴ

ずき±�のÇ)を=ったê、スイープをë=しま

す。 スイープìíê、そのefを Excelîにïð

みます。ïðデータは、òóのカーソルõöから

§÷øにøかって×`されます。

データのïðê、Excelシートîに、ùúûにü

hを=います。パルスþ`もÿ�です。

hiIjkして����を�います。
「��()」をÔÕしたST、「()」タブでÇ)

した()æçにØづいて�����して��(

)を=います。

ö�の スイープc�をz{した��LIST
この「 」タブがÒÓされているÏに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

ö�のカスタムリストにqrされていをクリックすると、

る`TリストにYづいたスイープ��を�います。

スイープtuv、そのJôをExcelqに[wみます。

[wデータは、yzのカーソル{|から;ñòにò

かってWTされます。パルス`Tも��です。
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「�hの;�」のbc

z{する��GのdeをÛ�します。

��Gの アドレスを~�します。GP IB-

SMU1 (B2902A,B2912A,B2962A 2ch )の��Gチャンネルを~�します。 の タイプの��

2 /47ù 7ùの��ñwを~�します。

チャンネルにÙtな��をWTします。

LOW7ùの�sを~�します。

��Gの`Tを にしたÏの��を~�します。OFF

�{/�"をÛ�します。

��Gö�へのトリガ��で
��を�う��は、チェックを
ýけ、��Gリアーの コネクタDIO
のWT7ùà�を~�します。

・ モデルの��は、 をt�2ch 2ch
にÿiさせて��する��は、
チェックをýけます。
チェックが�い��は、�チャン
ネルを�々の��で��できます。
・ モデルの��は、チェックを1ch
ýけると、 モードの��DC (Excel

)タブÒÓ トリガード`Tになり、
チェックが�い��は、イミディエィト
`Tになります。

2chモデルの��、�チャンネルを��にz{する��、
チェックをýけます。
�����を�う��は、ÙÚ�に になります。OFF

Ö �����では、�に「 」だけをz{します。 は、��されます。) 1 2SMU SMU



Hi-Capacitance /を します。ON OFF

Beep /�を します。ON OFF

`T を します。AUTO ON ON OFF- /

`T を します。AUTO OFF ON OFF- /

`Tフィルターを します。ON OFF/

��は、;rのÛ�は でz{します。OFF
チェックをýけて、 でz{する��は、ON
��Gýのマニュアルを��し、c�を
�}s#されたうえでz{してください。

`Tフィルタを にÛ�した��のON
フィルタ��をÛ�します。
��Gýのマニュアルを��( )

SOURCE SENS WAIT/ の c�をÛ�します。
��は、この��のままのÛ�でz{し
てください。
このÛ�を��すると、�@したÛ�で
��が�われない��がありますから、
Ö�してください。

スイープ�の`T��を~�します。
「 」 「 」からのÒÓ。START VALUE ZERO,

スイープvの`T��を~�します。
「 」 「 」からのÒÓ。START VALUE END VALUE,

�fトリガをz{する��にだけ¡{され
ます。
・マルチポイント・スイープが の��ON
アームトリガからのソース¢£ÏIをWT
します・
・マルチポイント。スイープが の��OFF
モード タブ の��、ソース¢£DC (Excel )

ÏIをWTします。
モード タブ の��、SWEEP SWEEP LIST( , )

スイープ ¤ Ïの をWTします。HOLD TIME-

6/30



����を��しながらの����¢

����を¥�した����¢

����リスト

����ó

��óの��Jô

��óの��Jô

��GのI�ó

��GのI�ó

ðñò����ó

ðñò����ó

õñò����ó

õñò����ó

öソフトでの��Jô

öソフトでの��Jô
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25.4560
DCV ACV

DCI ACI

47ù��

27ù��

27ù��
27ù��

KEITHLEY 2182A

Agilent 34420A

B2900A/Bmoで4pq
�の68 B2900A/B+2182Aで
�の68

B2900A/B+34420Aで
�の68 B2900A/B+そのu
�hで
�の68

����の��

û��ü

�9��

����の��

û��ü

�9��

����の��
����の��

û��ü
û��ü

�9��
�9��

DVM

����
�のvwxy

624xが�9モードの��、��óは��óと#¦されます。

また、��モードの��は、�9óと#¦されます。



òóの()をìíê、�â��します。 「 」を»ＰＡＵＳＥ
したまま、「 」を»すと、ステップúüになります。ＳＴＡＲＴ
�に「 」を»したêに「 」を»しても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
úüになります。 「 」を��すると、�� モードに�PAUSE ()
�します。 「 」タブがÔÕされたときのみ、��です。()

þ`を��します。

��を�'pzに�り�えます。

7xþ`するâは、��7:を×`し
7:þ`するâは、��7xを×`し
ます。 ��のSTは、±�� に!じ
そのþ`lに"#した�.の��l
にùúûにÇ)されます。

"#する±�の$%がpzされます。

��を)7:()と)7x()でÔÕ
します。
「7x」þ`での��()は、()±�
の「¯&」「その'」をÔÕしたâだけです。

Excelîのデータをþ`するâの(õをÇ)します。 Excelîの
データが「１００」で、「uA」をÇ)すると、100uAがþ`されます。

()が した しますìí â、±�のþ`を 。OFF
チェックを+けないと、,íâ、þ`は�êのþ`lでON
を-.します。

チェックを+けると、þ`がパルス
þ`になります。/hがpzされ
ますから、パルス0を×`してくだ
さい。
&'��()では、¯&()の
STにだけ、パルスがÿ�ですが、
()1-はµくありません。

7x/7:のþ`-.â�を×`します。
��のâは、()に34な�'â�に
なります。パソコンのタイマでâ�を67
しますからあまり81ではありません。
パルスþ`のSTは、パルス��に�り
�わります。
0.05～9999;の<=で×`できますが、
'のþ`æçやパソコンの��により、
0.05;+>のâ�は?れないSTが
あります。

「��」タブをÒÓしたv、「 」ボタンで����を ¤します。START

「¥�`T」のチェックを�して、����で����を�う��は、§�にExce

lシートに����リストをWTしておく?@があります。そのv、「`T{|」ボタンで、

�cGが`TするExcelシートqのデータ{|¨©を~�してください。

q rÛ�をしたv、「 」ボタンをクリックすると~�{|からðª;ñòに��START

óが`Tされ、その����Jôがyzのカーソル{|にWTされます。

「`T{|」ボタン��

þ`するデータ@AõöをÖ)します。
Excelîのカーソルをþ`したい@Aõ
öにöいてこのボタンをクリックします。
gのテキストボックスに、カーソルõöが
ùúûに×`されます。
テキストボックスへは、CD、E×`もÿ
�です。 テキストボックスが��のFG
では「 」できません。3ず、×`が34です。START

H)された7:、または7xで()

するâにチェックを+けます。

()に"#する()�をÖ)します。

・¯&

を(Iで４vw�での()のSB2900A

TにÔÕします。

・2182A

2182Aを"#するSTにKEITHLEY

ÔÕします。

・34420A

Agilent34420Aを"#するSTにÔ

Õします。

・その'

その'の()�を"#するSTに

ÔÕします。

()の��MXをÖ)します。

1～ 0MでÖ)します。5

「��モード」にチェックを+けたST、

!÷øだけで��o、N÷øだけで

��oしたê、!÷øとN÷øのlを

さらに��oして��lをOþします。

7:�7ê、()PQまでのRS

â�を×`します。

()PQで、Mの()のâだけ、

�7êの()PQまでのTちâ�を

×`します。Mだけ、îWの()R

Sâ�にXOされます。

()efを シートに×`するâのExcel

(õをÇ)します。

チェックを+けると、ë(lはExcelに×`されず、

Oþした��lだけがExcelシートに×`されます。

チェックを+けると、��lを Oしないで、()�の

()l(7x/7:)をそのままExcelシートに×`します。

7:または7xのþ`()lもExcelシートに×`します。

ÔÕした()�のZ[Ç)を=います。

��
�のzU
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「\]7」「^���」「ゼロ`8」「デルタ ３b� 」からÔ( )

Õします。

「\]7」(c��での()。

「^���」()ごとに7:÷øを�りeえて()。

「ゼロ`8」()と7:ゼロをfhに�りeえて()。

「デルタ ３b� 」()jに7:÷øを�りeえて３M()( )

を=います。

þ`レンジを からÔÕします。AUTO MANUAL,

PAUSE OFFで���はþ`を にします。

1

5

2
()�のùú��æçをÇ)します。

3



Excelシートqのデータをなぞりながらの`Tñw
Þßにþ`するデータを シートに×`しておきます。þ`するデータはklのõöに×`ÿ�ですが、 シートのîExcel Excel

から§÷øに×`します。�じþ`lを りmしþ`するSTは、þ`lのêろにpカッコで、 m しMXを×`してください。

このõöにカーソルをöいて()をPQします。

��Gの`Tデータを にWTした¢Excel
qrの`Tは

R1V, 1
4R1.2V,
1R1.4V,
2R1.6V,

のように`Tされます。
ExcelÖ)このWTで、 がエラーメッセージを`した��は、

¨©にシングルクォーテーションをWTして、そのvろに
"óをWTしてください。
【¢】

°'1.2(4)

このõöをþ`PQõöにÖ)します。

このõöにカーソルをöいて「þ`õö」ボタンをクリックしてÖ)します。

Excelタブからの`TñwのÛ�

Excelタブからの`Tñwは、2つの`Tñwが{�されています。
1.§�にWTされたExcelシートqのデータをなぞりながらの`Tと��を�う。
2.��Gの `Tモードで、²³スイープ`T( / / )を�い、ÿÏに��も�う。DC LIN LOG FIX
それぞれ、�`Tステップごとに�fに*kしたマルチメータのµ{��が��です。

1

()�、()lが�にExcelシートpz

されるように、Excelシートをùúûにス

クロールします。()�のühを=って

いるとき、グラフがスクロールによりqれ

てしまいrsTなSTは、チェックをuし

て()をスタートします。

()PQからのvwâ�をExcelシートに×`します。

'の()�の()も�âに=います。

(u&()�のxをyzください。)

()データの{+â|をExcelシートに×`します。

()データのトレンドグラフをü�します。

「��}��()」では、グラフはühさ

れません。

×`した~てのæçをロード�びセーブします。

(),íê、 îのカーソルõöがùúûに()Excel

データの/�õöへ�úします。
チェックが\いSTは、§�õöへ�úします。

4

6


�{|リストを シートに}~するxyExcel

��をPQするßに、þ`する()7:リスト

を�÷øに×`しておきます。

7:は、þ`するSTはプラスlで、�ðむS

Tはマイナスlで×`します。

��の()efが、このように×`されます。グラフ±�を

にÇ)しておくと、ùúûにühが=われます。On

このõöをþ`õöにÖ)します。

þ`データは、 îのklのõöExcel

に×`ÿ�です。

このõöにカーソルをöいて、��をPQしたSTの�です。

カーソルõöはklですが、()efは、カーソルõöから

§÷øに×`されます。
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ã@��をÛ�します。

Excelシートîにühされるグラフの

�jサイズを�. �'します。/

�jサイズは、「 」です。1.0

�jサイズは、ディスプレーのサイズや

のバージョンにより�なります。Excel

グラフのタイトルを×`

��のデータをÖ)

��のデータをÖ)

��の を×`Max/Min
��は、オートスケールでühされます。

��の を×`Max/Min
��は、オートスケールでühされます。

�jのグラフõöから、§へ�úする=X
をÖ)します。

`TレンジのÛ�
þ`レンジを、 からÔÕします。AUTO MANUAL/

AUTOレンジをÔÕしたSTは、
をÔÕします。LOW LIMIT RANGE MANUALレンジをÔÕしたSTは、

H)するレンジをÔÕします。

シートがスクロールしてグラフが��からqれたとき、
グラフをùúûに��の�えるõöへ�úします。

��3のÙÚ¶·��のÛ�

ここでチェックを+けたx5がK�したST、()はùúûに��されます。

ここで×`した<=を()lがuれたST、��で()lが シートに×`されます。Excel

ここで×`した<=を()lがuれたST、��で()lが シートに×`されます。Excel

ここのチェックを+けると、îWの<=をuれると()をùúûに��します。

ここのチェックを+けると、îWの<=をuれると()をùúûに��します。

2

3 4

��スイープモードをÔÕします。
()�は、 モードでúüします。DC

スイープパターンを「 」「 」「 」からÔÕします。LIN LOG FIX

��スイープのâにチェックを+けます。

²³スイープモードの`Tñw

START

STOP

STEP WIDTH

START

STOP

DICADE�りの
データX

LINスイープ LOGスイープ FIXEDスイープ

H)þ`l

()MX
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�hで「 」を��した�の��;�34420A

Ö)¸々の¹ºのc���につきましては、��Gの「User's Manual」を��ください。

��â�をÇ)します。

()チャンネルをÖ)します。��は「 1」をÔÕします。DCV

¢Ç)x5は、()�に+�するï£¤¥¦にW§されている¤¥¨をyzください。
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�hで「 」を��した�の��;�2182A

アナログフィルタを にします。ON

デジタルフィルタを にします。 にÇ)したST、そのæçをÇ)します。ON ON

()レンジを / で��えます。 のﾁｪｯｸをuすとレンジ×`#テキストAUTO MANUAL AUTO
ボックスがòれますからレンジをキーボードから×`します。®なlを×`する34はあ
りません。×`されたlに�¯>い１つîのレンジにÇ)されます。

��â�をÇ)します。

リファレンス±�を にし、そのリファレンスlを×`します。ON

Ö)¸々の¹ºのc���につきましては、��Gの「User's Manual」を��ください。

()チャンネルをÖ)します。��は「 1」をÔÕします。DCV

2182Aの - アドレスをÇ)します。GP IB

5

()の��â�をÇ)します。ここでの×`lが()â�の�さを±)し、×`ÿ�な-.â�(パルス0)にabを

²えます。


�hで「��」を��した�の��;�

��レンジをÛ�します。

()レンジを、 からÔÕします。AUTO MANUAL/

H)する()レンジ

AUTO MODEのÔÕ
= al�jl NORM

RANG LOW LIMIT
のÔÕ

=1uA�jl

THRESHOLD RATE
の×`
�jl=90

§WのZ[は、
シリーズ+�B2900A

のマニュアルをyz
ください。

{�
�に'(する
�h�;�xy



12/30

��
�h マルチメータ� の;�xy( )

u&()�とは - でパソコンとD�されている34があります。(§h)GP IB
u&()�から¶られてくるデータのフォーマットは、 であり、¸XのデータのST(Max10¹)、データ�はコンマでº�られている34がASCII
あります。»)u&()�からのデータïりðみは、~ての()�との�¼を-½するものではありません。

もし、u&()�からデータをcけïるâ、クエリーコマンドをÞßに¶¼する34があるâ、ここに¶¼する
クエリコマンドを×`します。ほとんどのST、��で です。OK
もし、マルチメータが コマンド¾¿のものでしたら、§Wのコマンドのどれかが"#されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

u&()�のデータc¼âにトリガが34なâ、チェックをつけます。

u&()�の - アドレスをÇ)します。GP IB

ïりðんだデータに、§WÃOを=ったê、Excelへ×`します。
Excelへの×`l = ( ()�データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ×`するÞxをここに×`します。
��のST、「u&()�」が×`されます。

()PQßに、()�に¶¼するコマンドがあるSTは、ここに×`します。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
を×`します。 ��は��です。

()�のデリミタをÇ)します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「klコマンド」からトリガの÷�をÔÕします。GET TRG
��は、「 」のÔÕをします。GET
「klコマンド」をÔÕしたSTは、トリガコマンドをテキストボックスに×`します。

u&()�のデータにÃO]7を=うときにチェックします。 ¸Xのデータがc¼されたSTは、その~ての
データに、§Wに×`したÃOが=われます。

u&()�のデータをXlとして£うか、¨Ëとして£うか
のÇ)を=います。��は「Xlデータ」にÇ)します。

u&()�から¸Xのデータが¶¼されるST、データの
º�り¨ËをÖ)します。�Ìûには「コンマ」が"#されます。

u&()�が¶¼するデータXをセットします。

6


�hで「そのu」を��した�の��;�

その'()�とは - でパソコンとD�されている34があります。GP IB
その'()�から¶られてくるデータのフォーマットは、 であり、¸XのデータのST(Max10¹)、データ�はコンマでº�られている34がASCII
あります。
»1 ¸Xのデータをc¼したST、�ソフトで"#するデータは、@Aの1つだけで、それ¦ÍのデータはÎてられます。)
»2)その'()�からのデータïりðみは、~ての()�との�¼を-½するものではありません。

もし、()�からデータをcけïるâ、クエリーコマンドをÞßに¶¼する34があるâ、ここに¶¼する
クエリコマンドを×`します。ほとんどのST、��で です。OK
もし、マルチメータが コマンド¾¿のものでしたら、§Wのコマンドのどれかが"#されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

()�のデータc¼âにトリガが34なâ、チェックをつけます。

その'()�の - アドレスをÇ)します。GP IB

ïりðんだデータに、§WÃOを=ったê、Excelへ×`します。
Excelへの×`l = ( ()�データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ×`するÞxをここに×`します。
��のST、「u&」が×`されます。

()PQßに、()�に¶¼するコマンドがあるSTは、ここに×`します。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
を×`します。 ��は��です。

()�のデリミタをÇ)します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「klコマンド」からトリガの÷�をÔÕします。GET TRG
��は、「 」のÔÕをします。GET
「klコマンド」をÔÕしたSTは、トリガコマンドをテキストボックスに×`します。

()�のデータにÃO]7を=うときにチェックします。 ¸Xのデータがc¼されたSTは、その~ての
データに、§Wに×`したÃOが=われます。

()�のデータはXlとして£います。

()�から¸Xのデータが¶¼されるST、データの
º�り¨ËをÖ)します。�Ìûには「コンマ」が"#されます。



13/30

�����
�をUう68の;�

「()」タブで、H)þ`にチェックを+けたâだけ「��}��()」がÿ�になります。

また、()æçは、~て「()」タブの��でÇ)したæçにÏいます。ただし、グラフのühは=われません。

「 」ボタンをクリックして、ëÐに()をPQするまでのTちâ�を×`します。START

�えば、Ñ�Ò¯に�Óを×れ、Ô)の�-にÕÖするまでTってから()をPQ

したいSTなどに"#します。

()のâ��×を３�^でÇ)できます。()で"#する()ステップにチェックします。

â��×を×`します。

â��×の(õを「;」と「�」で�り�えます。

()MXを×`します。

îWでÇ)した()â��×と()MXから、~ての()を,íまでのÔ4â�

がpzされます。このâ�がØ Oされるのは、×`したテキストボックスからカーソ

ルを�úしたときです。

()データの×`された ブックを)�ûにî¦き-jするâにチェックを+けます。Excel

そのê、-jする()サイクルをÖ)します。

()データが、 シートの�§=にÕÖしたとき、Ùのシートの@Aに�úします。Excel

ÙのシートがないSTは、ùúûにシートがü�されます。

ただし、シートが20シートにÕÖすると、��をÚ�ûに,íします。

{+がnÛになったとき、òóのブックを-jしたê、Üしいブックをü�し、その@Aから

データを×`します。

データの×`された ブックを-jするフォルダをÖ)します。Excel

バックアップ-jされる ブックÝの@Aに+けるÝÞを×`します。Excel

ブックには、§WのÝßがùúûに+けられます。Excel

バックアップ��で ブックのファイル�Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

Ö �:では、»¼ùは になります。)Excel2007 ”.xlsx”



SWEEPタブを��した
�xy

このタブは、�����ではz{しません。

この タブでは、 シリーズö�のスイープc�をz{した¾々な��が��になります。SWEEP B2900A

ö�のスイープc�をz{した��

この「スイープ」タブがÒÓされているÏに「ＳＴＡ

」をクリックすると、Û�した��にYずき、cＲＴ

GのÛ�v、スイープを ¤します。

スイープtuv、そのJôをExcelqに[wみます。

[wデータは、yzのカーソル{|から;ñò

にòかってWTされます。

"#する±�の$%がpzされます。ßà¯のX
lは をpわします。±�$%と -チャンネル GP IB
アドレス のÇ)は、「±�のÇ)」ボタン、チャンネル
で=います。

7xスイープ/7:スイープを�り�えます。

ダブルクリックで、スタート/ストップlを

×れ�えます。

スイープスタート7x/7:を×`します。

スイープストップ7x/7:を×`します。
スイープのSTスタートとストップの8áのLOG

^�は�じにしてください。

LINスイープのâ、ステップ7x/7:を×`します。
8áはâãなく、ä"lが"#されます。

スイープのâ、�åステップXを×`しまLOG
す。�.2,500までのステップXの×`がÿ�
です。

7xþ`するâは、��7:を×`し7:þ`
するâは、��7xを×`します。 ��のST
は、±�� に!じ�.��lに ùú>いlに
ûにÇ)されます。

��は��にして§さい。��のST、��â�

と()RSでùúûに-.â�が±)されます。

7x/7:の¢ステップでのþ`-.â�

。 パルスþ`のSTは、パルス��に��りです

ます。0.02～999999の<=で×`できます。

リニア/ログのスイープを�り�えます。
æç7èの()では、「 」だけがÔÕÿ�LIN
です。

スイープスタート/ストップlの×`の(õをÇ)
します。

スイープをPQします。

チェックを+けるとþ`はオートレンジになり

チェックをu 、ます。 して þ`レンジをÖ)して

H)レンジにできます。

レンジÇ)��がpzされますから、Z[を

Ç)してください。

þ`ìíâ、±�のþ`を にしてþ`をOFF
,íします。 チ ェックを+けないと、,íâ、
þ`は�êのþ`lで を-.します。ON

スタート-ストップ�を��スイープします。
/ /æç7èのST、=き éり =きéり��のパラ

メータをそれぞれ Oします。

チェックを+けると、þ`がパルスþ`になり
ます。 パ ルスâ�0を×`してください。
パルスþ`にチェックを+けると、「-.â�」
がパルス��に�り�わります。

òóのÇ)レンジがpzされます。

1

2

()の��â�を します。×`

0.0004～120 0.01 2000msの<=でNPLC 、 ～

×`します。

()レンジをÇ)します。

þ`ê、()PQまでのRSâ�を×`し

ます。0.0 10,000ms～ の<=。

()するx5にチェックを+けます。 チ ェックを

+けると�âに、その()lをExcelへ×`する

âの(õをÖ)します。

æç7èの()では、Ú�ûに「7x」「7:」の

ì÷にチェックが+けられまが、「â�」のチェック

はklです。

()データをExcelシート にühを=います。î

ここをダブルクリックして、��â�の×`(õ
を で�り�えます。NPLC/ms

3

4

5

()�を�oします。

~ての×`æçを-j、または、íみðみます。
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`Tのタイミングチャート

-.â�

()RS

��â�で

±まるâ�-.â�が
��のST

PULSE
BASEl
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1 `TレンジのÛ�

þ`レンジを、 からÔÕします。AUTO MANUAL/

AUTOレンジをÔÕしたSTは、
をÔÕします。LOW LIMIT RANGE

MANUALレンジをÔÕしたSTは、
H)するレンジをÔÕします。

2 パルスÀ óのÛ�/BASE
パルス0を×`します。

BASElを×`します。

3 ��レンジをÛ�します。

()レンジを、 からÔÕします。AUTO MANUAL/

H)する()レンジ

AUTO MODEのÔÕ
= al�jl NORM

RANG LOW LIMIT
のÔÕ

=1uA�jl

THRESHOLD RATE
の×`
�jl=90

§WのZ[は、
シリーズ+�B2900A

のマニュアルをyz
ください。

4 ã@��をÛ�します。

Excelシートîにühされるグラフの

�jサイズを�. �'します。/

�jサイズは、「 」です。1.0

�jサイズは、ディスプレーのサイズや

のバージョンにより�なります。Excel

グラフのタイトルを×`

��のデータをÖ)

��のデータをÖ)

��の を×`Max/Min
��は、オートスケールでühされます。

��の を×`Max/Min
��は、オートスケールでühされます。

�jのグラフõöから、§へ�úする=
XをÖ)します。

シートがスクロールしてグラフが��からqれたとき、
グラフをùúûに��の�えるõöへ�úします。
このâ、「()lを§÷øへ×`」にチェックがついて
いると、ühは�にMと、�êの ()lだけがI-V
ühされるようになります。
��は、３０Mまでのühê、そのêのühは=われ
ません。

5 ��¹ºの~�と、そのÁ{の~�

(õをÔÕします。
â�(õをÔÕします。

()lの8áを
��します。

��スイープ()のST、îりmしbから
â�をîりmしてïïするSTにチェック
を+けます。



16/30

LISTタブを��した
�xy

このタブは、�����ではz{しません。
タブをÒÓすると、 シリーズö�の スイープc�をz{した¾々な��が��になります。LIST LISTB2900A

さらに、;rの¾々なスイープがÂiされます。
.Ã��ÄやÅ"�ÄのC5と��1

この「スイープ」タブがÒÓされているÏに「ＳＴＡ

」をクリックすると、Û�した��にYずき、cＲＴ

GのÛ�v、 スイープを ¤します。LIST

スイープtuv、そのJôをExcelqに[wみます。

[wデータは、yzのカーソル{|から;ñò

にòかってWTされます。

"#する±�の$%がpzされます。ßà¯のX
lは をpわします。±�$%と -チャンネル GP IB
アドレス のÇ)は、「±�のÇ)」ボタン、チャンネル
で=います。

LISTスイープをPQします。

7xスイープ/7:スイープを�り�えます。

スイープスタート/ストップlの×`の(õを
Ç)します。

()するx5にチェックを+けます。 チ ェックを

+けると�âに、その()lをExcelへ×`する

âの(õをÖ)します。

æç7èの()では、Ú�ûに「7x」「7:」の

ì÷にチェックが+けられまが、「â�」のチェック

はklです。

5

6‘From Excel’をÔÕし、「ôõ¶¼」をクリック
すると、 シートîのòóのカーソルõöExcel
から§÷øにデータをïりðみ()�のLIST
メモリö÷へ¶¼します。
その'x5をÔÕしたSTは、§Wをyz
ください。

§÷øへデータをïりðみます。
ßà ¯のXlはデータXを( )
Özします。



�チャンネル��
�のxy

û��ü

û��ü

01

01

02

02

03

03

21

21

22

22

23

23

+

+

-

-

��{

��{

�9��{

�9��{

34921A
マルチプレクサ

34921T
ターミナルブロック

�チャンネル����
�のシステムvw�

KEYSIGHT( ) 34980A�アジレント

( = 8)カードスロット"

��³
シリーズKEYSIGHT B2900A/B

ナノボルトメータ 34420AKEYSIGHT

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

スキャナö�

マルチプレクサ・カード

マルチプレクサ・カード

または、

;rハードウェアは�てユーザーÊでご{�いただく?@があります。

GP IB-

Channel-1

34901A(Max 3 )Ë

DAQM901A(Max 3 )Ë

34970A

DAQ973A

W32-B2900 (Max.30ch)MRMUX
でz{するスキャナ

W32-B2900 4 (Max.30ch)MRMUX
でz{するスキャナ

W32-B2900 2 (Max.160ch)MRMUX
でz{するスキャナ
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�9��

KEYSIGHT B2900A/Bシリーズ

Keysight 34420A

��³

ナノボルト/マイクロオーム・メータ

�RS�TWTケーブル
34102A

û��ü û��ü û��ü

Wondows 7, 8.1, 10  (32bit or 64bit)
-Excel 2010/2013/2016/2019(32bit only)MS

900 ( 1024 )ディスプレーのÌñò ドット�q çè ドット

GPIB USB- �bG

S��� 1A


�のためのシステム��

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

W32-B2900 (Max.30ch)MRMX4の68

KEYSIGHT DAQ973A

( = Max3)カードスロット"

マルチプレクサカード DAQM901A

４7ùw Ë10ch * 3 = Max. 30ch
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DAQ973A DAQM901Aのzvw+

û��ü û��ü
1ch 2ch

DAQM901A 10カード１Ëにつき チャンネル

Channel-1

SOURCE +

SOURCE -

CH-1

CH-11

CH CH-1/ 11 CH CH-2/ 12

DAQM901A

DAQM901A

DAQ973A

19/30

マルチプレクサカード DAQM901A

４7ùw Ë10ch * 3 = Max. 30ch

B2900A/B��³

ナノボルトメータ

COM1へ

COM1へ

COM2へ

COM2へ



����

�9��

KEYSIGHT B2900Aシリーズ

Keysight 34420A
2182Aまたは、KEITHLEY

��³

ナノボルト/マイクロオーム・メータ

�RS�TWTケーブル
34102A

û��ü û��ü û��ü

Wondows Vista,7,8.1  (32bit or 64bit)
-Excel 2007/2010/2013(32bit only)MS

900 ( 1024 )ディスプレーのÌñò ドット�q çè ドット

GPIB USB- �bG

S��� 1A


�のためのシステム��

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

W32-B2900 (Max.30ch)MRMXの68

KEYSIGHT( ) 34970A�アジレント

( = Max3)カードスロット"

マルチプレクサカード 34901A

４7ùw Ë10ch * 3 = Max. 30ch
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34970A 34901Aのzvw+

û��ü û��ü
1ch 2ch

34901A 10カード１Ëにつき チャンネル

Channel-1

SOURCE +

SOURCE - CH-1CH-11

CH CH-1/ 11 CH CH-2/ 12

34901A

34901A

34901A(Max 3 )Ë34970A



����

�9��

KEYSIGHT B2900A/Bシリーズ

Keysight 34420A
2182Aまたは、KEITHLEY

��³

ナノボルト/マイクロオーム・メータ

�RS�TWTケーブル
34102A

û��ü û��ü û��ü

34921A * Max 8マルチプレクサ Ë
( 20ch) * 8 = Max. 160ch４7ùw

34921T
* Max 8ターミナルブロック ¸

Wondows Vista,7,8.1  (32bit or 64bit)
-Excel 2007/2010/2013(32bit only)MS

900 ( 1024 )ディスプレーのÌñò ドット�q çè ドット

GPIB USB- �bG

34980A ¡¢£(モジュール

S��� 2A


�のためのシステム��

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY
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マルチファンクション/スイッチ��ユニット

Keysight 34980A

W32-B2900 2 (Max 160ch)MRMUX の��

W32-B2900 2 (Max.160ch)MRMX の68
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§{ までの
�の68のvwxy ４０チャンネルのª1A (34980A )

û��ü

û��ü
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01
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21
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22

23

23

20

20

40

40

+

+

-

-

Channel-1

34980A

34921A

34921A

��{

��{

�9��{

�9��{

シールドÑ

シールドÑ

20®

20®

20®

20®

スキャナー ö�34980A
34980AÒÓ

３４９２１マルチプレクサカード ４7ùw（２０ｃｈ） １ËÜたり)/
ターミナルブロック+34921T



Channel-1

û��ü û��ü

1ch 2ch

34921A 20カード１Ëにつき チャンネル

ªのカードの
へCOM1

ªのカードの
へCOM2

34980A+34921A zovw�

SOURCE +

SOURCE -
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「��」または「hi��」のタブをÒÓし、
「 」ボタンをクリックします。SCANNER Xチャンネル��のためのスキャナÛ�ÝÓが��されます。

スタートボタンがXチャンネル��を�す「 」に�わります。SACN START.

まず、Sbに「 」ボタンをクリックします。SET
yz*kされているスキャナのÞßを[り
wみます。
[りwんだスロットやチャンネルÞßを;rà
に��します。
また、?àに~�されたチャンネルにÛ�
されます。

yz*kされているスキャナö�にáâされて
いるマルチプレクサカードのスロットà�を�し
ます。

�カードãのチャンネル"を�します。
äåは�� を�しています。ON
グレーは�� を�します。OFF
ダブルクリックすると がaりbわります。ON OFF/

Xチャンネル��を にします。OFF

*kするチャンネルを~�します。~�できるチャンネルは、��が にÛ�されているON
チャンネルだけです。

~�されたチャンネルの*kを�います。

「 」をクリックすると「 」ボタンがO.になります。SET TEST MEAS.
「 」ボタンをクリックするとyz*kされているチャンネルのÁç��を�います。TEST MEAS.

このÝÓは、�� ¤�のè[りãéとしてz{します。
()のLÑIêいや、*k=ëなどを�います。

ALL MEAS ON.ボタンをクリックすると、yz��が にÛ�されている�チャンネルの��を
１Rだけ�います。
ここで、�()のLÑチェックを�います。

スロットà�をÒÓし、�スロットãの��チャンネル �ìを=ëします。ON OFF/

�スロットのチャンネルの が��されます。ON OFF/
�チャンネルごとに、ダブルクリックで をabが��です。ON OFF/

��チャンネル��のíîを�います。 ªページを��( )

yzy`されたマルチプレクサカードdeが��されます。

Xチャンネル��を
にします。ON


�«¬の®¯
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スロット�にタブが}かれて��されます。

��するチャンネルにチェックをýけます。

�チャンネル�にÃ�の��をWTします。

��Jôのð�óをWTします。
のñÊ、または�ÊをWTします。LO HI/

このð�を�れた��、Jôがäåで
シートにWTされます。Excel

ここでWTしたóのòóを�れた��、
ªRの��から��®ôから�されます。

のñÊ、または�ÊをWTします。LO HI/

Ö)
ここでのð�は、「bióとのWで��す
る」にチェックをýけた��でも、I�óに
®してð�が�われます。

スキャナ の アドレスをÛ�します。(34980A/34970A) GPIB

qr チャンネルを�õ にします。10 ON

qr チャンネルを�õ にします。10 OFF

öページの¨©チャンネルのÞßを
öページ�てのチャンネルにコピーします。
ただし、��はコピーされません。

�スロット3でyz にÛ�されているON
SbのチャンネルÞßを、yz の�ON
スロットのチャンネルへコピーします。

にÛ�されているチャンネルへはOFF
コピーされません。
÷し、��はコピーされません。

��を ¤すると、bRだけI�óの��を�い、
２Rº�:は、bióからの��}で��を
�います。

チャンネルをaりbえるÏ、����のままaりbえると、
リレーのø�がùまるため、��は「ゼロ`T」をÒÓします。
「 」の��は、�³efの`Tリレーのø�OPERATE OFF
がùまる��があります。

�チャンネルをaりbえたv、��を ¤するまでの
úちÏIをWTします。
��TのRûがZ�するのをúちます。

をz{している��、 PQのÏIをÛ�しないと34980A 0.8sec
Z�した��が�えない��があります。

「 」ボタンでチャンネル±²を;�する。CH EDIT.
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qr「 」ボタンで、チャンネルをÛ�すると、「 」ボタンがO.になります。SET TEST MEAS.
この「 」ボタンをクリックすると、yzÛ�されているチャンネルの��を�います。TEST MEAS.
��の��は、ÝÓ?ÊにWTした����にüじます。

「 」ボタンをクリックして~�されたチャンネルの*k�ìを=ëした¢TEST MEAS.

「 」ボタンをクリックして、��®ôとなっている()を�て��した¢ALL MEAS.

yz��が にÛ�されているすべてのチャンネルを��します。ON
�チャンネルIの��óのþ®ÿ�や、��に1�な��óを�すチャンネルの�`に
��ちます。

「 」ボタンで~�したチャンネルのjk��¢SET

�チャンネルをabえながら、�()を��した¢
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�の«¬

��を ¤します。

���に、8i��かhi��かをÒÓします

グラフ�にチェックをýけます。

グラフを��データとÿじシートqにã@するか、
または、�{グラフシート �ÝÓ にã@するかを( )
ÒÓします。

��タブ 8i�� 、または、hi��タブをÒÓし、ã@のÛ�を�ったv、��を ¤します。( )

hi��をÒÓした��は、データシートの
バックアップ�sをÛ�します。

��のI�¢

��óの*úó��の��¢

��óのþ®ó��の��¢
（bióに®する��）
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ã@をデータシートqで�った¢

ã@をグラフシートqで�ÝÓã@した¢
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�}d �bGの�}ÏIは、 のÁ{をz{します。A/D ' 'PLC

�{/�" の	
です。Power Line Cycle( )

このÏIは、 �bGefのコンデンサを��するÏIです。A/D

は、�{/�"の1/i}のÏIです。1PLC

�では、 、 �では、 を�します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

��îQに:;をlぼすノイズ@gの�どは、�{/�"の�"�の/�"の� �9です。

の�"�の�}を�うことによりノイズ@gのXくを~�できます。PLC

<しい�9

ノイズ|} �{/�"|}( )1PLC

A/D�bGには、「�ªÿ�d」と「�}d」があり、öソフトがサポートする�9��C5Gは、「�}d」を
z{して��が�われます。

�b�Qが�いため、�Ïの�9��が��。

�9の�Ïóを��することがº�。

オシロスコープや、 �bボードなどにz{される。A/D

�b�Qは¢い。

ノイズの:;を<けにくいためZ�した��が��。

デジタルマルチメータ、���、��9���など

にz{される。

WT��
WT��

D/A�bG

�9ÿ�Rû

【��】
コンデンサに��して、��するÏIを�る

①�}d �bGA/D

�}Rû

②�ªÿ�d �bGA/D

【��】
ef �bGとのÿ�により��する。D/A

A/D´£hについて

¶·�¸「 」とはPLC
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